
 
 
 
 
 

 

LCA 日本フォーラム奨励賞 受賞について 
 

一般社団法人日本自動車タイヤ協会（会長 津谷正明）は、LCA日本フォーラム※が主催す

る「第 10 回 LCA 日本フォーラム表彰」において、弊会の「『タイヤの LCCO2算定ガイドラ

インの策定』及び『ラベリング制度の導入』など業界一体となった温室効果ガス（GHG）排

出量削減活動の推進」について評価され、「LCA日本フォーラム奨励賞」を受賞いたしまし

た。表彰式、及び、記念講演は、1月 23日（木）にイイノホール＆カンファレンスセンタ

ー（東京都千代田区・霞ヶ関）にて行われました。 

 

当表彰とは、「製品のライフサイクルから環境負荷削減に取り組む企業、組織、研究者を応

援する」ことを目的とし、製品のライフサイクルという観点から環境負荷削減に取り組む

企業、組織、研究者などを対象に、ライフサイクルアセスメント（LCA）の実施に取り組む、

もしくは積極的に活用する企業を表彰する制度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から 平田環境部会長、山本 LCA日本フォーラム会長、          記念講演 

奥田専務理事、片瀬産業技術環境局長 

《表彰式 および 記念講演の様子》 

 

今回の受賞は、弊会が 2012年策定・HP公開しました「タイヤの LCCO2算定ガイドライン」

ついて、日本語版のみならず、グローバルに活用出来る様、英語版および中国語版を編纂・

公開した事や、低燃費タイヤ、天然ゴム、リサイクルによる削減効果を明示しているなど

が評価されたものです。また、排出量の最も多い使用段階において、消費者の協力を得る

ため、世界に先駆けてタイヤラベリング制度を業界自主基準として導入し、消費者にタイ

ヤの環境性能と安全性能を分かり易く伝え、低燃費タイヤの普及に繋げている事など、業

界一体となって、多くのステークホルダーを巻き込みながら GHG 削減活動を推進している

ことが評価の対象となりました。 

 

※ＬＣＡ、環境効率に関する調査・研究活動、情報交流促進活動、啓発・普及活動を行うことにより、日本におけるこれ
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らの普及と発展を図るとともに、持続可能経済社会の実現を目指す事を目的とした、ＬＣＡに係わる産業界、学界、国

公立研究機関の関係者が集うプラットフォーム 

 

 

 

本件に関するお問合せ先 

一般社団法人日本自動車タイヤ協会 総務部（広報・渉外担当） 木下・大髙 

電話 03-3435-9092  FAX 03-3435-9097 

以上 
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